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歩行者天国を

練り歩く

阿波おとり

夏の一大イベント鹿野川夏まつりが、今年も盛りだくさんの企画で 7日（火）に行われ

終日にぎわいました。今年は新しいイベント、徳島市から阿波踊りが招待され、歩行者

天国を藩主蜂須賀より名前をいただいたという伝統のある数少ない踊り連の一つ、 「蜂

須賀連」の皆さん（踊り子30名おはやし10名）が歩行者天国を練り歩きました。

見物に訪ずれた人は本場の阿波踊りに見とれて ‘V)ました。

今月号の主な内容
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蔓第 6回特別町民の集い………… 2
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屯日本製乾燥椎茸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 9 
*今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝公民館報＝

衡明日の町を考えるために………12

衡みんなの幸せを願って…………14

唖‘ノフトボールリ ーグ戦閉幕……15

町民のうごき

人口 3,593人 (+9)

男 1,748人 (+8)

女 1,845人(+1) 

世帯数 1,009醤(-1)

（平成2年7月31日現在）
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やっとつかまえたうなぎ

第
六
回
特
別
町
民
の

集
い
を
、
八
月
七
日
に

開
催
、
東
京
・
名
古
屋
・

松
山
か
ら
七
十
五
名
の

方
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
二
つ
の
班

に
分
か
れ
て
、
そ
の
内

―
つ
の
班
二
十
五
名
は
、

ァ
ュ
と
ウ
ナ
ギ
の
つ
か

み
ど
り
に
参
加
し
、
会

場
と
な
っ
た
役
場
裏
の

河
辺
川
で
、
ず
ぶ
ぬ
れ

に
な
り
な
が
ら
ウ
ナ
ギ

を
追
い
か
け
て
い
ま
し

a

た。

ぐ

―

方

も

う

―

つ

の

班

3
／
〗
汀□[
い□L

ま
し
た
。
正
午
か
ら
は
、
公
民
館
で

交
流
会
を
行
い
親
睦
も
深
め
ま
し
た
。

⑲
”
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
に
午
後
―
―
―
時
半
ま

5

で
参
加
し
た
あ
と
、
ひ
じ
か
わ
特
産

[
開
発
セ
ソ
タ
ー
に
た
ち
よ
り
お
み
や

げ
を
買
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

なんと大きなひまわり

4mのヒマワリと
池田キミ子さん

ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
は
焼
ぎ
は
四
時
に
は
売
り
切
れ
と
な
る

昭
和
五
十
九
年
七
月
七
日
に
営
業
を
な
ど
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

開
始
し
、
今
年
で
六
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
特
産
開
発
セ
ソ

タ
ー
で
は
七
月
二
十
二
日
（
日
）
に
特

産
開
発
セ
ソ
タ
ー
で
、
創
業
六
周
年

記
念
セ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
、
ス
イ
カ
の
安
売
り
、
特
産

開
発
セ
ソ
タ
ー
商
品
の
割
引
、
う
な

ぎ
の
か
ば
焼
ぎ
等
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
五

0
0名
が
訪
れ
ま
し
た
。
当
初
五
時

ま
で
予
定
し
て
い
た
う
な
ぎ
の
か
ば

汗
生
の
池
田
真
市
さ
ん
宅

の
ひ
ま
わ
り
は
ど
ん
ど
ん
成

長
し
な
ん
と
四

m
に
も
な
り
、

大
ぎ
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
ひ
ま
わ
り
は
四
月
の
春

休
み
に
伊
予
郡
松
前
町
の
お

孫
さ
ん
が
小
学
校
で
「
ひ
ま

わ
り
ま
つ
り
」
に
使
用
す
る

タ
ネ
の
残
り
を
自
宅
に
持
ち

帰
り
ポ
ッ
ト
で
苗
を
育
て
て

い
た
の
を
池
田
さ
ん
宅
の
花

畑
に
植
え
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
鶏
糞
と
肥
料
を
ひ
と
に

ぎ
り
与
え
た
だ
け
で
特
別
な
世
話
は

し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
四

m
の
竹
を
立
て
ひ
も
で

く
く
り
折
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
が
そ
れ
で
も
毎
朝
心
配
に

な
り
こ
の
花
畑
に
足
が
向
く
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
ひ
ま
わ
り
秋
に
は
リ

ス
が
好
物
と
し
て
い
る
種
を
た
く
さ

ん
付
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

特産開発センター前に設けられた青空市

大

和

・

肱

栄

の

婦

人

・

全

国

植

樹

祭

で

長

崎

へ

、

• 

会
と
生
活
改
善
グ
ル
ー
＂
芦
后

i

ォ
ラ
ソ
ダ
村
と
西
海
橋
の
間

□

且

A
■
~
農

]戸
「
つ
風
〗
心
：
口
〗

販
売
所
を
設
置
、
八
月
＂
は
な
し
」
に
は
、
風
の
つ
く

十
八
日
に
オ
ー
プ
ソ
し

■

地
名
が
全
国
で
二
、
一
四
五
も
あ
る

• 

ま
し
た
。
こ
の
無
人
販
＂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
町
の

「
風

売
所
は
今
後
、
毎
週
火
＂
峠
」
も
数
に
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

曜
日
と
土
曜
日
に
店
が
＂
宮
本
常
一
氏
は

「
家
郷
の
訓
」
に
「
森

．
 

開
か
れ
、
関
係
者
が
栽
・
に
あ
た
る
風
の
音
も
方
向
に
よ
っ
て

．
 

培
し
た
新
鮮
な
野
菜
・

■

違
う
、
家
の
中
で
耳
を
す
ま
し
て
い

．
 

果
物
等
が
並
べ
ら
れ
ま
・
る
と
何
の
風
か
わ
か
る
、
森
の
風
の

．
 

す
。
な
お
建
物
は
、
木
•
音
、
そ
れ
は
私
の
気
象
台
で
あ
っ
た
」

• 

造
平
屋
建
（
幅
二
、
四
＂
と
＼

「
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
で
も
村

．
 

m
、
奥
行
一
、
九

m
)
■

上
恒
夫
氏
は
泉
ヶ
峠
の
風
の
強
さ
を

で
す
。
生
活
改
善
グ
ル
ー

■

言
い
、
耳
取
峠
は
人
の
耳
が
と
ら
れ

プ
な
ど
の
関
係
者
は
、
今
後
、
国
道
＂
る
ほ
ど
の
風
の
強
さ
で
そ
の
名
が
あ

を
走
る
人
達
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
＂
る
と
書
い
て
い
る
。
「
風
峠
」
は
そ
の

し
ま
れ
る
店
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
＂
も
の
ず
ば
り
で
珍
し
い
地
名
だ
と
思

．
 

て

い

ま

す

。

・

う

。

先

人

は

こ

の

地

に

風

の

声

を

聞

．
 

J

■

い
た
で
あ
ろ
う
。
交
通
の
状
況
も
変

一
■

わ
り
、
生
活
は
多
様
化
し
、
地
番
も

＂
数
字
化
さ
れ
、
地
名
は
忘
れ
ら
れ
る

-」

・
ば
か
り
で
あ
る
。
生
活
の
歴
史
を
示

•
す
そ
の
名
を
大
切
に
伝
え
た
い
。
忘

• ¥
・
 

5
"
れ
ら
れ
ん
と
し
て
い
る
峠
に
碑
を
建

っ
＂
て
る
こ
と
と
し
、
ま
ず

「
風
峠
」
を
と

一

、
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
さ
い
資
源

し
・

が
．
し

菜
＂
も
町
づ
く
り
に
。

野
＂

な
・

鮮
＂

新
・• • 

．
 

• 
．
 

• 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

一

無人販売所オープン

風
の
声
を
聞
く

花
が
ゆ
れ
る

風
の
心
を
想
う
（
町
長
）

少4
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肱川町農業委員会委員名簿 任期

EB 
‘‘ 

平成 2年 7月20日から

平成 5年 7月19日まで

⑫ に滋．．澤ぷャ；．．． 

氏 名 住 所 担当部落 名 備 考

吉田三代子 中居谷1505番地 協生 議会推薦

上田 英二 名荷谷504番地 山鎚 ・共栄 選 挙

沖田 利雄 西95番地 久保・大平•森 議会推薦

山本 保 宇和川570番地 肱栄・大和・中野 選 挙

森本 正 吉 宇和川1338番地 小藪 ” 
中本 寿男 大谷3580番地 広常・大屋敷 ” 
松岡 勇 山鳥坂5048番地 下橡嵯の木餓瀕谷（1,2)・上嵯餓谷・ 議会推薦

清水 公健 予子林2416番地 藤之原・瓜生谷•町 農協推薦

寺中 勇 大谷345番地 白石 ・影地 選 挙

,晶氷、 利彦 山鳥坂1341番地 下月鹿野野尾川・見・上野越鹿野）II・京造・
” 

山下 光幸 山鳥坂3792番地 下菟敷野水尾 ・敷水・ 上敷水 ・
” 

山（会長崎） 
退

予子林2500番地 柳・郷・市之畦 ” 
土居 哲雄 宇和川3591番地 道小野畑井尾 ・・萩上の森尾山 ・・汗八生重栗・ ” 
西山 光晴 中居谷39番地 嘉城・中居谷 ” 
畑（会長代理禾） 中津950番地 中津 ・小倉 議会推薦山 り夫

四

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
七
月
十
日
告
示
さ
れ
ま
し
た
が、
立
~

補
の
届
出
が
定
員
の
十
人
で
あ
っ
た
た
め
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
農
協

か
ら
一
人
の
委
員
が
推
せ
ん
さ
れ
、
四
人
の
委
員
が
七
月
十
九
日
の
臨
時
町
議
会
で
推
薦

さ
れ
、
初
め
て
女
性
の
農
業
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
第
一
回
目
の
委
員
会
で
会
長
に
山

崎
退
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
及
び
担
当
部
落
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
農
地
問
題
、
農
業
者
年
金
な
ど
、
農
業

に
関
す
る
こ
と
は
、
な
ん
で
も
お
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

鹿野川ダム完成後初めて

発電放水ストップ

久下トンネル着工

国道197号

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
が
整
備
し
て
い

る
、
国
道
一
九
七
号
線
の
鹿
野
川
道
路
で
久

下
と
轟
大
橋
の
区
間
の
「
久
下
ト
ソ
ネ
ル
エ

事
」
の
安
全
祈
願
祭
が
七
月
六
日
、
関
係
者

約
四
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

久
下
ト
ソ
ネ
ル
は
昨
年
六
月
に
完
成
し
た

大
地
ト
ソ
ネ
ル
に
次
い
で
二
番
目
の
着
工
で

す
。
久
下
か
ら
轟
大
橋
ま
で
の
間
、
延
長
九

百
十

m
、
幅
員
九

・
ニ
五

m
の
二
車
線
で
、

片
側
に
一

・
五

m
の
歩
道
付
き
で
、
工
事
費

は
約
二
十
億
円
で
す
。

ト
ソ
ネ
ル
坑
口
で
行
わ
れ
た
祈
願
祭
に
は
、

当
町
か
ら
は
町
長
ら
が
出
席
し
て
、
ク
ワ
入

れ
を
し
、
神
前
に
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
て
無
事

完
成
を
祈
り
ま
し
た
。
な
お
こ
の
ト
ソ
ネ
ル

工
事
は
平
成
四
年
度
に
完
成
の
予
定
で
す
。

連
日
の
晴
天
で
貯
水
量
が
大
幅
に
減
っ
て

い
た
鹿
野
川
ダ
ム
は
八
月
四
日
、
水
位
が
七

十
二

m
（
海
抜
）
に
な
り
、
発
電
放
水
を
ス
ト
ッ

プ
し
ま
し
た
。
水
不
足
が
原
因
で
発
電
で
き

な
く
な
っ
た
の
は
、
昭
和
――
―
十
四
年
に
ダ
ム

が
完
成
し
て
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

鹿
野
川
ダ
ム
の
満
水
時
水
位
は
八
十
六

m

（
夏
季
は
八
十
四

m)
降
雨
量
の
減
少
で
七
月

上
旬
か
ら
水
位
が
下
が
り
始
め
、
七
月
末
に

は
七
十
二

m
台
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
肱
川

発
電
所
で
は
、
発
電
放
水
を
通
常
の
半
分
以

下
の
毎
秒
約
七
ト
ソ
に
抑
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
流
入
量
は
八
月
四
日
現
在
毎

秒
四
ト
ソ
で
す
。

午
後
二
時
半
の
発
電
放
水
ス
ト
ッ
プ
に
伴

い
、
鹿
野
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
は
、
バ
ル
ブ

操
作
で
流
量
維
持
の
た
め
毎
秒
約
七
ト
ソ
の

放
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

ロ・T. n ~ 

水位が72mまで下がった鹿野川ダム 安全祈願祭が行われたトンネル坑口



怠碑 ・・-； ⑲ 薗名 、中 四瞬 (4)

諸情勢の厳しい中で、意欲的に農業に取り組んでいく方

のために、小規模基盤整備事業を、一部内容を改正して実

施する事にいたしました。原則として二戸以上の農家共同

で農地等の改良・造成等を行う場合や作業道の開設等を行

う場合には、この事業を利用して下さい。また、特認事業

として専業農家育成のために特認事項も加えておりますの

で充分に活用して下さい。

《申し込み方法》

各地区の営農林推進会議（予子林地区のみ創造会議）で取

りまとめを行いますので、部落常会の時等に関係者に申し

込みをして下さい。

肱川町小規模基盤整備事業（補助）実施基準
（平成 2年4月 1日一部改正）

事業種目 事 業 内 容 受益の範囲 事業 の 規模 等 補助率 備 考

農地を確対保策する 受益面積が原則として20a以上のも
％ 

晨経と地認費箔成町る長経改良に必要規な
ための

農地の造成改良 2戸以上
の

40 でめ 費が適正模

農地を対改策良する 圏内道及び作業道 2戸以上 巾員 2m以上延長50m以上 50 
ための

区画整理 2戸以上 受益面積が10a以上の農地 35 

客土 2戸以上 受益面積が10a以上の農地 40 

かんがい排水 2戸以上 受益面積が10a以上の農地 30 

農業用水路 2戸以上 長受益面積が10a以も上の農地で水路延 30 
が50m以上のの

特認対策 基は盤全種整備目対関係象事業 場対町長合象がはと特個す認人るでしたも 経農家業経町営長に意特欲認も的すに取規か模特り組む専業農 認町長すがる率特 度年齢と要す件るは満60歳を限
で費につがいて 町長る 認する経費

肱川町小規模基盤整備事業（融資）実施基準

◎融資条件

1 肱川町小規模基盤整備補助事業で実施した

場合の融資は行わないものとする

2 農業経営に意欲的に取り組む専業農家で融

資を受けて事業を実施する場合は次の条件で

融資を行う

（平成 2年4月 1日一部改正）

資金名 利（農協売資率） 償（据置還を期含む限） 補町の利子給 借入利率 条 件

盤肱整川備町資小規金模基
％ 

疇10年2年）

％ ％ 

融資率％は事内業費7 5 4.5 3.0 
の90 以

農金（小業）土近地代改化良資資金 7 5 拿10年2年） 1.5 3.0 融資率％は事内業費
の90 以

No./ーー為切っmL)⑱

父

母

春男さん(36歳）

聖子さん(32歳）

最
近
、
や
っ
と
片
言
が
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
亮
君
゜

「
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
こ
と
ば
が

一
番
上
手
で
す
。

毎
日
真
っ
黒
に
な
っ
て
、
大
好
き

な
ト
ラ
ッ
ク
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
時
に
は
お
姉
ち
ゃ
ん
を
泣

か
せ
た
り
す
る
腕
白
坊
主
で
す
が
、

心
の
広
い
男
の
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま

み

周
藤
真
美
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

昭
和
63
年
7
月
12
日
生

2
歳
1
か
月

動
物
が
大
好
き
な
女
の
子
で
、
天
気

の
い
い
日
は
一
日
中
外
で
、
遊
び
ま
わ
っ

て
い
る
元
気
な
子
で
す
。

テ
レ
ビ
の
音
楽
な
ど
か
か
る
と
、
お

ど
り
だ
し
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
く
れ

ま
す
。

父

母

り
ょ
う

思

田

亮

く

ん
（共
栄
）

昭
和
63
年
8
月
11
日
生

2

歳

孝幸さん(29歳）

寿子さん(28歳）
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阿波おどりの講習

豪華賞品があたるとあってモチまき大会には人・人・人

今
年
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
は
、
本
ア
ユ
と
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
ど
り
は

場
の
阿
波
お
ど
り
が
新
し
く
加
わ
り
、
役
場
裏
の
河
辺
川
で
正
午
に
開
始
、

八
月
七
日
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
、
川
を
約
八
十

m
ほ
ど
仕
切
っ
て
ウ
ナ

各
会
場
に
は
町
内
外
か
ら
沢
山
の
人
ギ
八
百
匹
、
ア
ユ
五
百
匹
、
ア
メ
ノ

が
訪
れ
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。
ウ
オ
と
ニ
ジ
マ
ス
千
匹
が
放
た
れ
、

一

ま
つ
り
は
弁
天
宮
の
神
事
で
開
幕
家
族
連
れ
や
子
供
た
ち
三
百
人
近
く

〖

し
、
鹿
野
川
商
店
街
は
、
恒
例
の
七
が
、
必
死
に
逃
げ
る
魚
を
追
っ
て
ず

i

夕
笹
飾
り
が
並
び
、
商
工
会
青
年
部
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
魚
を
と
っ
て

畑

の
ビ
ッ
ク
リ
市
や
青
年
団
の
ガ
レ
ー
い
ま
し
た
。

奴

8

ジ

セ

ー

ル

等

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

ま

た

商

工

会

青

年

部

に

よ

る

ク

ジ

]

ま
た
、
徳
島
か
ら
招
い
た
阿
波
お
付
き
も
ち
ま
ち
大
会
も
五
百
名
近
く

心

匹

x

ど
り
チ
ー
ム
が
に
ぎ
や
か
に
街
を
練
の
人
が
集
ま
り
、
鹿
野
川
橋
よ
り
ま

一
り
歩
き
ま
し
た
。
阿

波

お

ど

り

の

講

か

れ

る
ク
ジ
付
き
モ
チ
を
必
死
に
な

っ

薗

習
会
が
公
民
館
で
あ
り
、
肱

川

中

学

て

拾

っ
て
い
ま
し
た
。

校

で

は

一

般

の

人

も

阿

波

お

ど

り

に

夏

ま

つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

⑮
加
わ
り
楽
し
い
お
ど
り
が
つ
づ
き
ま
花
火
大
会
に
は
浴
衣
姿
の
納
涼
客
が

し

郊知

じ

た

。

大

勢

集

ま

り

ま

し

た

。

轟

音

と

と

も

に
次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
に

美
し
い
大
輪
、
両
岸
を
結
ん
だ
直
線

か
ら
キ
ラ
キ
ラ
と
流
れ
る
ナ
イ
ヤ
ガ

ラ
の
仕
掛
け
花
火
を
最
後
に
楽
し
い

夏
ま
つ
り
が
終
わ
り
ま
し
た
。

「うなぎはどこじゃ」
子供にまじって大人もおおはしゃぎ

大洲l地区広域消防事務組合

消防職員募集
平成 3年 4月採用予定の消防職員を次のとおり

募集します。

<採用予定人員~ 2名

《受付期間》平 成 2年 9月 1日から

平 成 2年 9月10日まで

受験手続ぎ、その他の問い合わせは

大、洲地区広域消防事務組合

消防 本部総務課人事係

匹 24-2665へお問い合わせください。

平
成
二
年
度
え
ひ
め
児
童
文
化
ま

つ
り
が
八
月
五
日
に
愛
媛
県
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
児
童
文
化
の
普

及
、
向
上
を
通
じ
、
児
童
福
祉
関
係

者
の
児
童
文
化
財
に
関
す
る
知
識
、

技
術
等
の
交
流
、
研
究
の
機
会
を
設

け
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
情
操
豊
か

な
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
愛
媛
県
が
開
催
し
た
も
の

で
す
。

平
成
二
年
度
に
児
童
文
化
モ
デ
ル

と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
大
谷
小

学
校
の
五
、
六
年
生
の
児
童
十
七
名

が
大
谷
文
楽
を
発
表
し
ま
し
た
。

益 く；唸‘‘ィ梵 ，和ミご．・i隻 9;-r.g.F字＇、 9．文`t．，尺
.，ヽ ・ ょ c•
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II

予
子
林
小
学
校
II

堂
々

「
銀
賞
」
の
栄
誉

去
る
八
月
三
日
、
第
五
十
七
回

N

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

H
K
全
国
音
楽
コ

ソ
ク
ー
ル
八
幡
浜

地
区
大
会
が
大
洲
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
、
管
内
で
十
校
が
参
加
し
ま
し

予
子
林
小
学
校
は
他
の
九
校
に
く

ら
べ
、
小
規
模
校
の
た
め
二
年
生
以

上
全
員
が
出
場
と
い
う
ハ
ソ
デ
ィ
を

背
負
い
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
、
堂
々
、
銀
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。

長
期
に
わ
た
り
、
朝
夕
ご
指
導
を

頂
い
た
先
生
方
の
ご
努
力
と
、
頑
張
っ

た
児
童
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら

県民館にて

当
日
は
「
牛
若
弁
慶
五
条
橋
の
出

逢
い
」
を
公
浪
し
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
今
年
の
四
月
か
ら
月
に
二

回
の

練
習
を
し
て
お
り
当
日
は
、
全
員
の

い
き
の
あ
っ
た
す
ば
ら
し
い
公
演
で

し
た
。

大
谷
小
の
児
童
が
県
民
館
で

大
谷
文
楽
を
公
演
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こ

つ

そ

し

ょ

う

し

ょ

う

骨
粗
膨
松
症

--• -！ 臼調 (6)

畠

お
け 必ろき住→生にをる 矢0
てま要いの所

現
況月は受人年 、

いたでろ届が
る‘すな出変

門に‘けが金 ら
毎続‘を

方年°手なゎを提年けそ受
が 金 続ど は出ーるのけつ せ
亡を ぎ‘たぷす回た年て
く受 がいと、る誕め金い

骨
粗
髭
症
は
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
が
原
因
で
、
ダ
イ
コ
ン
に
酢
が

入
っ
た
よ
う
に
骨
が
弱
く
も
ろ
く
な

，る
病
気
で
、
腰
背
痛
や
ね
こ
背
を
引

ぎ
お
こ
し
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

原
因
は
、
加
齢
に
よ
る
骨
の
生
理
的

な
老
化
に
栄
養
不
足
、
ホ
ル
モ
ソ
の

バ
ラ
ソ
ス
の
崩
れ
、

運
動
不
足
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
骨
粗

髭
症
は
高
齢
者
に
多
く
発
症
し
、
寝

た
き
り
に
な
る
原
因
の
第
二
位
（
第

一
位
は
脳
卒
中
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
女
性
に
多
い
の
は
、
も
と
も

と
骨
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
少
な
い
う

え
に
、
更
年
期
の
後
に
女
性
ホ
ル
モ

ソ
が
減
少
す
る
こ

と
が
影
響
し
て
い

な
っ
た
と
き
に
は
、
家
族
の
人
が

「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
忘
れ
た
り
遅

れ
た
り
す
る
と
、
支
払
月
に
年
金
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
を
受

け
過
ぎ
て
、
あ
と
で
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

届
書
は
、
す
み
や
か
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
の
福
祉
年

金
係
ま
で
。

る
よ
う
で
す
。

予
防
の
た
め
に
は
、
若
い
頃
か
ら

小
魚
、
卵
、
牛
乳
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム

を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
食
品
を
と
る
と

と
も
に
、
適
度
な
運
動
と
日
光
浴
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
骨
に
は

建
物
で
い
え
ば
鉄
骨
に
相
当
す
る
コ

ラ
ー
ゲ
ソ
と
い
う
物
質
を
造
る
蛋
白

質
や
ビ
タ
ミ
ソ
と
も
必
要
で
す
。
こ

れ
ら
を
多
く
含
む
食
品
も
十
分
に
と

り
ま
し
ょ
う
。

口
日
本
書
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る

崇
神
天
皇
、
欽
明
天
皇
に
よ
る
人
口

調
査
、
大
化
改
新
の
班
田
収
受
の
法

に
よ
る
人
口
調
査
、
徳
川
時
代
の

人
別
改
め
な
ど
古
代
よ
り
人
口
調
査

が
行
わ
れ
た
多
く
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。
明
治
に
入
り
国
勢
調
査
実
施
の

た
め
の
い
く
つ
か
の
動
き
は
み
ら
れ

ま
し
た
が
、
「
国
勢
調
査
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
の
は
明
治
三

十
五
年
●
更
に
実
際
に
第
一
回
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
た
の
は
大
正
九
年

で
す

C

大
正
九
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
は
、

統
計
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
国
民
も

「
文
明
国
の
仲
間
入
り
」
を
合
言
葉
に

大
変
な
意
気
込
み
で
調
査
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

名
土
に
よ
る
講
演
は
も
と
よ
り

華
々
し
い
新
聞
報
道
、
旗
行
列
や
花

電
車
、
は
て
は
チ
ソ
ド
ソ
屋
ま
で
広

報
に
活
躍
し
、
調
査
の
行
わ
れ
た
午

前
零
時
に
は
サ
イ
レ

ソ
や
大
砲
が
鳴

り
、
お
宮
や
お
て
ら
で
は
鐘
や
太
鼓

を
鳴
ら
す
な
ど
の
一
大
行
事
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
五
年
に
制
定
さ
れ
た
法

律
で
は
、
国
勢
調
査
は
十
年
ご
と
に

行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
で
は
人
口
変
動
の
実
態
把
握
に

不
十
分
と
の
理
由
か
ら
大
正
十
一
年

に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
中
間
年
の
五

年
目
に
簡
易
な
調
査
を
行
う
と
の
規

がいし 程
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

大
正
十
四
年
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
終
戦
直
後

の
た
め
中
止
さ
れ
た
昭
和
二
十
年
の

国
勢
調
査
に
替
わ
る
昭
和
二
十
二
年

の
臨
時
国
勢
調
査
は
例
外
と
し
て
、

大
規
模
調
査
は
十
年
毎
に
、
そ
の
中

間
年
の
五
年
目
に
は
簡
易
調
査
が
定

期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
調
査
は
大
正
九
年
の
第
一

回
か
ら
数
え
て
十
五
回
目
の
調
査
に

当
た
り
ま
す
。

十
月
一
日
に
実
施
さ
れ
る
国
勢
調

査
は
、
人
口
や
家
族
の
構
成
、
生
活

の
実
態
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
最
も

基
本
的
で
大
規
模
な
調
査
で
、

、全
国

約
四
千
万
世
帯
、
一
億
二
千
四
百
万

人
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
当

日
の
国
勢
調
査
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

国
勢
調
査
の
歴
史

海上保安盃学悶
一高校卒業程度一

学生募集
9月は「障害者雇用促進月間」です

事業主の皆さん並びに障害者の皆さんの雇用に関

する相談を行っていますので、お気軽にお越しくだ

さい。

ハローワーク大、 洲

（大洲公共職業安定所）

[>受付期間<l9月 6日（木）～ 9月19日（水）

[>採用予定数<l大学校学生…約印名

学校学生..約150名

※受験手続きその他の問い合わせは

人事院四国事務局〒760高松市松島町 1-17-33

匹 0878-31-4765
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”
喜
多
郡
婦
人
民
生
児
童

委
員
研
修
会
開
催
“

七
月
三
十
日
、
内
子
町
に
お
い
て

婦
人
民
生
児
童
委
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

目
的
は
、
二
十

一
世
紀
の
高
齢
化

肱川町社協では、町内全戸が会員

になってもらい、その代表者を中心

に計画をたて、活動を行っています。

幸福の家

平
成
二
年
度

社
協
会
費
納
人
の

お
願
い

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
を
会
員
と
す
る
民
間
福
祉
団
体

で
す
。
そ
の
活
動
は
、
「
住
民
主
体
」

を
基
礎
と
し
て
、
在
宅
福
祉
活
動
、

そ
の
他
各
分
野
の
福
祉
活
動
に
よ
り

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す。
社
協
が
民
間
の
自
主
的
な
福
祉
団

体
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

支
え
る
財
源
は
、
社
協
会
費
を
基
本

的
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

炒
今
年
も
八
月
を
会
費
納
入
日
と
定

め
て
お
り
ま
す
。

よだ
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
入
の
お

饂
t
r
L
く
~
い
[
<
〗

[
[
O
て
、
よ

0

会
費
（
年
額
）
―
―

1
0
0円

社
会
に
向
か
っ
て
増
大
す
る
要
介
護

老
人
、
重
度
身
体
障
害
者
、
児
童
家

庭
福
祉
な
ど
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
在
宅
福
祉
施
策
の
拡
充

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
婦
人
民

生
児
童
委
員
に
は
、
そ
の
特
性
を
生

か
し
た
地
域
福
祉
活
動
の
展
開
に
大

ぎ
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
婦
人
民
生
児
童
委
員

と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
等
に
つ
い

て
研
究
協
議
を
行
い
、
今
後
の
活
動

促
進
に
資
す
る
た
め
で
す
。

午
前
中
、
四
つ
の
分
散
会
で
、
自

由
討
議
、
午
後
「
愛
、
そ
の
尊
き
も

の
」
と
題
し
て
、
前
愛
媛
県
民
生
児

童
委
員
協
議
会
婦
人
部
副
部
長
渡
部

み
ね
子
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
喜
多
郡
内
民
生
児
童
委
員

数
は
百
五
人
で
、
そ
の
約
半
数
の
五

十
一
人
が
婦
人
で
す
。

肱
川
町
民
生
児
童
委
員
十
三
人
中

七
人
が
婦
人
で
、
今
後
の
婦
人
部
の

活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

婦人民生委員の皆さん

七
月
十
二
日
、
肱
川
町
保
健
セ
ソ

タ
ー
に
お
い
て
、
喜
多
郡
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
で
喜
多
郡
ホ
ー
ム
ヘ
ル

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

研
修
会
」
開
催

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は

婦
人
部
の
活
動
を
図
る
た
め
、
各
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
に
婦
人
部
長
を
置
き

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
老
連
ク
ラ
ブ
会
員
数
の

約
六

0
パ
ー
セ
ソ
ト
が
婦
人
で
あ
り

ク
ラ
ブ
に
対
す
る
婦
人
の
役
割
は
大

ぎ
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

去
る
七
月
二
十
七
日
に
初
め
て
の

婦
人
部
長
会
を
開
き
、
今
後
の
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
婦
人

部
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
行
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
部
長
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。

正

山

安

川

キ

ク

ノ

さ

ん

中

央

山

内

幸

さ

ん

大

谷

香

川

澄

子

さ

ん

小

藪

上

原

知

工

子

さ

ん

予

子

林

伊

藤

ス

エ

コ

さ

ん

岩

谷

藤

中

ツ

ヤ

さ

ん

中

津

石

岡

ナ

ミ

コ

さ

ん

な
お
、
部
長
会
に
正
副
部
長
会
長

を
置
く
こ
と
に
な
り
、
次
の
方
を
選

任
し
ま
し
た
。

部
長
会
長

副
部
長
会
長

上
原
知
工
子
さ
ん

山

内

幸

さ

ん

婦
人
部
長
会
開
催

”
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
“

全大会で研修する皆さん

パ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
在
宅
福
祉
活
動
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
婦
人

民
生
児
童
委
員
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
の
意
見
交
換
が
目
的
で
、
郡
内
か

ら
三
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
午
前
中

意
見
交
換
・
自
由
討
議
、
午
後
は
、

「
高
齢
者
の
介
護
に
つ
い
て
」
大
洲
保

健
所
の
保
健
指
導
係
長
及
び
主
任
の

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

婦
人
民
生
児
童
委
員
と
の
会
は
、

初
め
て
で
し
た
が
、
本
当
に
意
義
の

あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

肱
川
町
社
協
に
は
、
二
人
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

ー
が
、
独
居
老
人
、
ね
た

ぎ
り
老
人
を
中
心
に
訪
問
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
的
に
孤
立
し
が
ち
な
介
護
世
帯
を

支
え
様
々
な
情
報
を
伝
え
、
要
介
護

老
人
を
中
心
と
い
る
関
係
者
と
の
連

け
い
を
密
に
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

次
の
方
か
ら
、
社
協
に
温
か
い
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0

下
鹿
野
川

福
田

保
さ
ん

ご
芳
志
の
お
礼

私
達
の
住
む
愛
す
べ
き
緑
の
惑
星

「
地
球
」
は
、
環
境
汚
染
が
確
実
に
、

し
か
も
急
速
に
進
行
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
球
の
環
境
浄
化
に
大
き

な
貢
献
を
し
て
い
る
「緑
」
の
減
少
は
、

今
や
「
趣
味
の
景
観
」
の
問
題
で
は
な

く
、
私
達
人
類
を
含
め
た
地
球
上
の

あ
ら
ゆ
る
生
物
の
生
存
に
直
接
関
係

す
る
大
変
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

人
類
の
都
合
だ
け
で
「
文
明
」
と
い

う
名
に
よ
る
「
自
然
界
」
へ
の
越
境
侵

攻
に
よ
り
、
毎
年
地
球
上
か
ら
日
本

風
土
の
二
分
の
一
程
の
面
積
の
森
林

を
消
滅
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
十
年
後

に
は
地
球
上
の
森
林
は
全
陸
地
の
六

分
の
一
ま
で
減
少
す
る
と
い
わ
れ
、

そ
の
結
果
種
々
の
悪
影
響
が
発
生
し

て
く
る
の
で
す
。

環
境
問
題
に
国
境
は
な
く
、
対
岸

の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
寿
社
会
へ
向
け
て
の
福
祉
環
境

の
整
備
と
共
に
、

「
長
生
き
し
て
い

て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
い
え
る
地

球
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
民
生
委
員
機
関
紙
」
よ
り

民

鏡
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間 な約 度行 の後にが三の を総年荘午
らがにわ引おの対有氏会大開会度に前去

名
八れ一於れ続願協しりよ会会催並の於九る

た億い‘きい力て‘り長でしに共 い時七
の冨円て
方

平表をにお出あのはた推済てよ月

々
氷以保成彰すつ礼席い岡先゜進友 平 り 十

と
友上有元式るいと合さ村ず 大の成鹿七

、行と契年が゜て今貝つ利友 会会二野日

`• 四(8)

平
成
元
年
度
中
に
於
い
て
新
契
約
五
、

0
0
0万
円
以
上
加
入
さ
れ
た
曽
根

幹
男
様
他
三
名
の
方
々
に
対
し
そ
れ

ぞ
れ
優
績
者
表
彰
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
鉾
岩
組
合
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

有
り
続
い
て
来
賓
祝
辞
に
移
り
町
よ

り
永
田
助
役
、
河
野
森
林
組
合
長
、

県
共
済
連
赤
松
専
務
の
三
氏
に
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
頂
い
た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
元
年
度
経
過

報
告
を
藤
高
共
済
課
長
か
ら
実
績
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
役
員
改
選
に
う

つ
り
選
考
委
員
を
選
任
し
、
選
考
委

員
会
で
も
っ
て
新
し
い
役
員
が
選
任

さ
れ
周
藤
春
馬
委
員
長
よ
り
次
表
の

通
り
発
表
が
有
り
満
場
一
致
で
承
認

決
定
し
た
。

引
続
き
平
成
二
年
度
共
済
推
進
大

会
に
切
り
替
え
、
藤
高
共
済
課
長
よ

講
演
さ
れ
る
岩
本
政
統
先
生

り
平
成
二
年
度
の
推
進
計
画
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

講
演
に
移
り
今
年
は
熊
本
県
よ
り

岩
本
政
統
先
生
を
お
迎
え
し
、
『
豊

か
な
暮
ら
し
と
こ
れ
か
ら
の
生
活
設

計
』
と
云
う
演
題
で

一
時
間
半
に
わ

た
る
有
意
義
な
お
話
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
決
議
に
う
つ
っ
て
福
山

春
義
氏
に
よ
る
今
年
度
目
標
二
十
七

億
五
、

0
0
0
万
円
を
早
期
に
必
達

し
よ
う
と
力
強
い
決
議
文
の
朗
読
が

有
り
満
場
の
拍
手
で
原
案
の
通
り
採

択
さ
れ
た
。
最
後
に
副
会
長
亀
田
元

市
氏
よ
り
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
有
り

会
を
終
了
し
た
。

会
終
了
後
は
出
席
者
全
員
で
懇
親

会
に
入
り
親
睦
を
深
め
乍
ら
わ
き
あ

い
あ
い
の
内
に
終
了
し
た
。

優
債
者
表
彰
を
受
け
る
皆
さ
ん

ー
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
ー

給
付
体
系
の
変
更

六
十
歳
を
超
え
て
も
心
身
と
も
に
壮
健
な

農
業
者
が
ふ
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

現
行
の
よ
う
に
六
十
歳
時
で
の
経
営
移
譲
を

画
一
的
に
誘
導
す
る
の
で
な
く
、
個
々
の
農

業
者
の
選
択
に
よ
り
六
十
五
歳
前
ま
で
の
間

で
適
期
の
経
営
移
譲
を
促
進
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。そ

の
た
め
、
給
付
の
体
系
を
次
の
よ
う
に

変
更
し
ま
す
。

①
経
営
移
譲
を
行
っ
た
者
に
は
、
経
営
移
譲

年
金
を
支
給
す
る
。

ア
、
経
営
移
譲
年
金
は
、
支
給
開
始
時

期
を
選
択
（
六
十
歳
以
降
六
十
五
歳
ま

で
）
で
き
る
終
身
同

一
水
準
の
年
金
と

し
ま
す
。

（
注
）
現
行
で
は
、
原
則
と
し
て
六
十
歳

か
ら
経
営
移
譲
年
金
（
六
十
五
歳
以

降
は
十
分
の
一
に
減
額
）
を
、
六
十

五
歳
か
ら
農
業
者
老
齢
年
金
（
六
十

五
歳
前
の
経
営
移
譲
年
金
（
加
算
付
）

の
四
分
の

一
の
額
）
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

イ
、
年
金
額
は
、
ど
の
支
給
開
始
時
期

を
選
択
し
て
も
他
の
時
期
を
選
択
し
た

場
合
と
均
衡
の
と
れ
た
も
の
と
し
ま
す
。

ウ
、
農
業
者
年
金
加
入
者
等
へ
経
営
移

譲
し
た
者
に
は
、
加
算
を
行
い
ま
す
。

②

経
堂
移
譲
を
行
わ
な
か

っ
た
者
に
つ

い

て
は
、
六
十
五
歳
か
ら
終
身
同

一
水
準
の

農
業
者
老
齢
年
金
を
支
給
す
る
。

●
終
身
同
一
年
金
額
に

●
現
在
、
経
営
移
譲
年
金
は
、
六
十
五
歳
か

ら
十
分
の

一
に
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
制
度

改
正
後
は
、
高
齢
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

終
身
同

一
年
金
額
と
な
り
ま
す
。

●
経
営
移
譲
を
行
っ
た
農
業
者
に
は
経
営
移

譲
年
金
が
、
経
営
移
譲
を
行
わ
な
か
っ
た

農
業
者
に
は
農
業
者
老
齢
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
既
受
給
権
者
の
年
金
額
は
、
現
行
水
準
が

保
障
（
必
要
な
範
囲
で
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

停
止
）
さ
れ
ま
す
。

●
経
営
移
譲
を
間
近
に
予
定
し
て
い
る
農
業

者
に
対
し
て
は
、

一
定
の
経
過
措
置
（
新

給
付
体
系
・
現
行
給
付
体
系
に
近
い
も
の

と
の
選
択
制
）
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

●
経
営
移
譲
し
な
か
っ
た
農
業
者
の
農
業
者

老
齢
年
金
の
額
は
、
加
算
付
ぎ
経
営
移
譲

年
金
の
二
分
の
一
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

罠
業
者
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

肱川農協共済友の会役員名簿

役 職 氏 名

会 長 亀田 元市

副会長 松本金次郎

幹 事 森本 正 吉

” 曽根 幹男

” 片山 市 郎

” 藤中 正

” 
芦匡！氷‘ 利彦

” 上 田 武

” 藤原茂瑣夫

” 池 田 清

” 高 田 貞務

” 沖野 次雄

” 西 山 輝重

” 宮田 義盛

” 松本 時衛

” 滝野 寿満
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※ 1 乾椎茸世帯当たり消費量の推移

年 世帯 人 員
1世帯当たり（全世帯） 1人当たり

金額（円）数呈 (g) 価格（円） 金額（円）数量 (g)

S 4 1 (1 9 6 6) 322 131 244.41 

42(1967) 354 129 273.18 

4 3 (1 9 6 8) 416 158 263.39 

44(1969) 468 173 270.14 

4 5 (1 9 7 0) 582 185 313.80 

46(1971) 698 195 357.94 

4 7 (1 9 7 2) 3.93 785 220 356.43 200 56 

4 8 (1 9 7 3) 3.91 917 239 383.83 235 61 

4 9 (1 9 7 4) 3.90 1,302 326 398.84 334 84 

5 0 (1 9 7 5) 3.89 1,565 417 374.95 402 107 

5 1 (1 9 7 6) 3.84 1,697 398 426.52 442 104 

52(1977) 3.82 1,518 251 605.09 397 66 

5 3 (1 9 7 8) 3.83 1,623 252 643.17 424 66 

5 4 (1 9 7 9) 3.83 1,579 250 632.27 412 65 

5 5 (1 9 8 0) 3.82 1,578 235 670.61 413 62 

5 6 (1 9 8 1) 3.79 1,424 227 627.82 376 60 

5 7 (1 9 8 2) 3.78 1,368 210 650.82 362 56 

5 8 (1 9 8 3) 3.76 1,639 214 765.08 436 57 

5 9 (1 9 8 4) 3.72 1,591 214 744.09 428 58 

6 0 (1 9 8 5) 3.71 1,495 207 722.75 403 56 

6 1 (1 9 8 6) 3.69 1,331 206 646.37 361 56 

6 2 (1 9 8 7) 3.67 1,210 181 668.05 330 49 

6 3 (1 9 8 8) 3.63 1,319 197 669.61 363 54 

トッ

15,000 

図表① 乾椎茸の生産量と輸出量の推移

二 生産 量

出 量
12,669 

11, 35611, 18911, 487 「―-i].2,280

出所：全国椎茸商業協同組合連合会
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御
存
知
の
よ
う
に
日
本
製
農
林
産

※
1
 

物
品
は
、
国
内
需
要
の
頭
打
ち
に
加

え
、
市
場
開
放
を
含
む
経
済
、
社
会

の
国
際
化
の
中
で
輸
入
品
の
急
増
等

に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昭
和
六

十
年
秋
か
ら
の
円
高
と
い
う
不
利
条

件
は
あ
り
ま
す
が
輸
出
と
い
う
こ
と

も
考
え
見
直
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

元
来
、

日
本
の
輸
出
の
主
力
品
は
、

車

・
電
化
製
品
な
ど
安
く
て
良
い
品

で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
高
い
が
良

い
物
で
あ
る
日
本
製
乾
燥
椎
茸
の
輸

出
と
な
る
と
色
々
問
題
点
も
で
て
ぎ

ま
す
。

生
産
量
と
輸
出
量
は
、
図
表
①
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

御
覧
に
な
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、

輸
出
量
は
、
地
道
に
健
闘
し
て
い
ま

す。
し
か
し
、
図
表
②
の
よ
う
に
我
国

の
輸
出
先
の
お
得
意
様
の
香
港
に
つ

日

本

製

乾

燥

椎

茸

い
て
み
て
み
ま
す
と
、
図
表
③
・
④

の
よ
う
に
円
高
と
中
国
産
の
安
い
繭

床
、
ソ
イ
タ
ケ
の
影
響
を
も
ろ
に
う
け

て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
現
実
は
現
実
と
し

て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
円
高
ゃ
中
国
産
菌
床
シ
イ
タ
ケ

な
ど
、
悪
条
件
下
で
も
輸
出
量
は
、

千
四
百
九
十
三

t
で
ま
る
で
見
捨
て

ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
製
乾
燥
椎
茸
の
セ

ー
ル
ス
ポ

イ
ソ
ト
を
あ
げ
て
み
ま
す
と

ア
、
高
品
質
で
あ
り
、

日
本
産
品
に

対
す
る
信
頼
感
を
得
て
い
る
。

イ
、
高
級
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い

る。

図表③香港の乾椎茸輸入推移
（数量： t、金額：百万HK$)

1984 1985 1986 1987 1988 

数羹 2,457 1,971 2,163 1,795 1,392 
日本

金額 443 311 374 396 318 

数 量 190 215 557 2,062 4,878 
中国

金額 15 13 36 144 345 

数 量 134 257 275 148 98 
韓 国

金額 24 37 41 25 23 

数 量 2,847 2,510 3,044 4,049 6,463 
Aロ 号~t 

金額 487 367 457 568 694 

。図表④香港年別乾椎茸輸入（数量）

100 

出所 ：林野庁「業務資料」「農林水産省統計表」

図表②乾椎茸輸出相手先国別シェアの変化（敦量）
（％） （単位： ％）一

その他 R C 7 n 

57.3 

62.5 65.8 73.1 73.7 

1984 

ゥ
、
安
全
、
衛
生
的
で
あ
る
。

ェ
、
種
菌
等
に
お
け
る
技
術
開
発
力

が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

ォ
、
栽
培
に
歴
史
が
あ
り
栽
培
技
術

が
確
立
し
て
い
る
。

そ
の
反
面
も
ち
ろ
ん
短
所
も
次
の

と
お
り
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ア
、
オ
リ

エ
ソ
タ
ル
系
以
外
で
は
知

名
度
、
食
経
験
率
が
非
常
に
低
い
。

イ
、
乾
椎
茸
を
料
理
す
る
際
、
水
で

戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

し
か
も

戻
す
の
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
、

日 本

50 

86% 79% 71% 

75% 

22% 

韓国

1984 1985 1986 1987 

（出所： HONGKONGTRADESTATISTICS)

1 9 8 8 

（年度）

渡
邊
晋
輔
）

先
進
国
に
お
け
る
簡
便
化

ニ
ー
ズ

傾
向
に
マ
ッ
チ
し
な
い
食
材
で
、

市
場
開
発
の
大
き
な
制
約
要
因
と

な
る
。

ゥ、

キ
ノ
コ
に
は
、
毒
キ
ノ
コ
も
あ

り
、
新
し
い
キ
ノ
コ
に
対
す
る
警

戒
心
か
ら
、
受
け
入
れ
ら
れ
に
く

い
面
を
持
っ
て
い
る
。

ェ
、
乾
燥
椎
茸
独
特
の
色
が
嫌
わ
れ

る
（
例
：

世
界
的
に

一
番
消
費
の

多
い
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
は
白
く、

乾
燥
椎
茸
の
色
か
ら
は
コ
ナ
や
カ

ビ
が
付
着
し

て
い
る
と
印
象
が
あ

る
。
ま
た
乾
燥
き
の
こ
の
例
が
他

寧

[

に

少

万

o
）

等
々
と
長
短
と
も
に
あ
り
ま
す
が
、

_
_
 

-

87

報

長
所
は
長
所
と
し
て
短
所
に
対
し
て

月，
 

m
は
何
ら
か
の
方
策
を
練
る
な
ど
し
て

本

86

日
消
費
者
の
欲
し
が
る
日
本
製
乾
燥
椎

19
祈蔵

茸
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

大

5

.

（
林
業
改
良
指
導
員

98
所

ー

出
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！ 
！ 

！ 優良材生産は直材づくりから．I
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I : 
i 

i 

i 
i 

i 肱川土場木材相場表
i 第 549回 平成 2年 7月27日 1 肱川町森材組合乾椎茸沐臣易表 I ! 

！ 

i 
県森連市より （単位オ当り：円） l. 市売日・ ・乎成 2年 7月25日 ！ 

l. 販売数量 ••81 ケース 1370. 7kg 
i‘ 

i 
i長さ未口径 ス ギ ヒ ノ ギ マ ッ その他 L 平均単価 3,870円 i 

チョクマガリチョクマガリチさョク l. 銘柄別価格 i i 7cm下本 191 本 164本 356 本 168 松パル プ i 
8~1()cm上本 258 本 130 本 504 本 208 末口 7 cm上

銘 柄単 価比 率 銘 ‘ 柄単 価比率

i 4 m ll~12cm上 60 - 102 - 18cm上 60 長さ 1.7~1.9m 大 厚 8,000 1 特用大葉 5 500 1 ! ! 2 5’  i 
13 cm上 62I -I 161 I -I 24cm上 74 中厚

t 18 Crn上 65 - 172 雑パルプ 2 
6,soo I 3 特用中葉 5, 20o i 

-130cm上一
! 7cm下本 151 本 87本 160本 87 羹尽：盟上 小 厚 5, 200 7 特用小葉 4, 100 6 t 

8 cm上本 112本 102本 211 本 137 43 大ウス 6, 000 1 大 パレ 3, 100 4 ! 
! ll cm上 37 62 パリ材 ！ 
! 3m 13cm上（三） 70 - 158 - 18cm上 60

中ウス 6,100 I 1 中パレ 3,600 I 6 

I I 113cm上因
材（松・杉・桧）

95 - 196 -24cm上 67 末口 3~ 6 cm 中 ，Jヽ ウス 5, 400 5 小バレ 2, 700 5 ! 

1概要［；［三〗：：三竺ピ三i: l 

姐碑 、‘碑 1臼 (10)

18 cm上 74 151 -30cm上一 長さ 2m  
7 c m 上下本 100本 一本 100本 72P: 

2m 8 cm 14 14 
16 cm上 28 63 - 13cm上一 松ハリ材

3面瓢B0 上c,！元上） 

49 109 -30cm上 一 16~22cm 

91 330 3 m 74円
6m 77 280 4 m 84円

特選 336 
196 805 

備考
柱材，檜 6m材依然強相場。杉、檜、 3m末口 (18~22cm)売行

良。草刈 りをしましょう。

変
ー・

小 ウス 4,000 14 形 4,100 10 

ジャミウス 3,000 18 色 落 ウ ス 3,800 4 

冬 大 一色 悪 2,300 11 

冬. 
中

ー旱’‘―‘‘ 子 1,300 1 

冬 JJヽ ーそのイ也

やg
 

g
 

<
令

．

p
．1
J1

3

へ

一
、
受
付
期
間

①
個
人
住
宅
建
設
・
建

売
住
宅
購
入
・
中
古

住
宅
購
入
・
住
宅
改

良
（
共
用
部
分
改
良

等
を
除
く
）
・
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ソ
シ
ョ

ソ
購
入

平
成
二
年
八
月
六

日
（
月
）
か
ら
平
成
二

年
八
月
三
十
一
日

（
金
）
ま
で

②
住
宅
改
良
（
共
用
部

分
改
良
等
）
平
成

二
年
四
月
二
十
三
日

（
月
）
か
ら
平
成
三
年

三
月
二
十
二
日
（
金
）

ま
で

二
、
融
資
限
度
額

①
個
人
住
宅
建
設
・
建

売
住
宅
・
中
古
住
宅

住
宅
、
土
地
の
面
積
、

構
造
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
ま
す
が
、
住
宅
基

本
融
資
額
と
土
地
融
資

額
の
合
計
で
、
最
高
一
、

七
六
0
万
円
の
融
資
が

可
能
で
す
。

こ
の
他
、
住
宅
の
床

面
積
に
よ
り
最
高
八
〇

0
万
円
の
特
別
加
算
額

の
融
資
が
利
用
で
き
ま

三
、
金
利
（
年
）

①
個
人
住
宅
建
設

・
建
売
住
宅
購
入

：
当
初
十
年
間
年
五
・
四
％
、
十

一
年
目
以
降
年
六
・
五
％
（
床
面

積
、
申
込
人
の
年
収
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
）

②
中
古
住
宅
購
入
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ソ
シ
ョ
ソ
購
入
：
当
初
十
年
間
五
・

九
五
％
、
十
一
年
目
以
降
年
六
．

五
％

③
住
宅
改
良
：
．当
初
十
年
間
五
・
九

%
、
十
一
年
目
以
降
年
六
・
五
％

※
特
別
加
算
額
の
融
資
は
、
当

初
よ
り
年
六
・
五
％
で
す
。

四
、
返
済
期
間

①
個
人
住
宅
建
設
・
建
売
住
宅
購
入

・・
・
ニ
十
五
年
（
木
造
）
ー
三
十
五
年

（
耐
火
）

②
中
古
住
宅
購
入
・

住
宅
改
良
：
•
最

長
二
十
年

③
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
マ
ソ
シ
ョ
ソ
購
入

J

ー1

す
C

②
住
宅
改
良

工
事
費
の
八
割
以
内
で
最
高
四

七

0
万
円
で
す
。

こ
の
他
、
最
高
一

0
0
万
円
の

特
別
加
算
額
の
融
資
が
利
用
で
ぎ

ま
す
。

③
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ

ソ
シ
ョ
ソ
購
入

中
古
住
宅
の
通
常
融
資
額
に
二

0
0
万
円
を
加
算
し
た
額
で
す
。

五
、
返
済
方
法

元
利
均
等
返
済
か
元
金
均
等
返
済

の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

六
、
受
付
場
所

「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と

表
示
し
た
金
融
機
関
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
「
住
宅

金
融
公
庫
四
国
支
店
」

(
T
E
L
O
八

七
八
ー
ニ
五

I
O
五
―
-
)
ま
た
は

「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臣
苔
合
区
哀
炭
哀
哀
哀
合
包
炭
哀
反
応
包
妥
哀
戻
臣
危

戻
巽
巽
巽
冥
認
巽
巽
巽
巽
巽
冥
巽
巽
渓
認
巽
認
戸

3

蓋
砂
堕
雷
釦
置
〗

•
最
長
二
十
五
年



(11)勉碑 ： 0露ょ炒 四

冒
◎
＠
＠
⑯

：
＿
水
稲
＿

秋
き
ゅ
う
り
早
期
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
•
あ
き
た
こ

①
病
害
虫
防
除
盆
褐
斑
病
〉
高
温
ま
ち
）
の
適
期
刈
取
り
と
適
正
乾
燥

多
湿
の
条
件
下
で
発
生
し
、
七
月
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
刈
取
り
適
期
は
、

下
旬
以
降
の
秋
き
ゅ
う
り
に
大
ぎ
籾
が
八
五
ー
九

0
％
程
度
に
黄
変
し

な
打
撃
を
与
え
る
。
特
に
草
勢
の
た
頃
で
す
。
刈
取
り
時
期
が
遅
れ
る

弱
っ
た
株
で
の
被
害
が
顕
著
で
ぁ
と
玄
米
の
光
沢
が
悪
く
な
り
、
立
毛

る
た
め
、
か
ん
水
・
施
肥
等
の
管
中
で
の
胴
割
れ
米
が
発
生
し
品
質
が

理
を
徹
底
し
、

予
防
防
除
に
努
め
低
下
し
ま
す
。

収
穫
後
の
生
籾
は
で
ぎ
る
だ
け
早

る
。
防
除
薬
剤
と
し
て
は
、
ジ
マ

く
（
四
時
問
以
内
）
乾
燥
に
移
し
、
最

ン
ダ
イ
セ
ソ
・
ジ
マ
ソ
レ
ッ
ク
ス

初
三
ー
四
時
間
は
風
を
通
す
だ
け
と

水
和
剤
（
六

0
0倍
）
等
を
使
用
す

し
ま
す
。
以
後
加
温
し
ま
す
が
、
送

る。

風
湿
度
は
機
種
に
合
っ
た
温
度
と
し

〈
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
〉

ま
す
。
一
般
的
に
循
環
型
で
は
四
〇

発
生
密
度
が
高
く
な
る
と
防
除
が

ー
四
五
度
程
度
で
、
時
間
当
た
り
の

困
難
に
な
る
の
で
、
早
期
発
見
・

乾
減
率
を

0
・
八
％
に
し
て
下
さ
い
。

早
期
防
除
に
努
め
る
。
特
に
高
温

ま
た
、
静
置
型
で
は
四
二
度
を
限
界

期
に
お
い
て
は
、
虫
の
回
転
が
速

い
た
め
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

温
度
と
し
ま
す
が
、
外
気
温
よ
り
晴

防
除
薬
剤
と
し
て
は
、
ボ
ル
ス
タ
ー

天
時
で
五
度
、
曇
雨
天
で
十
度
位
高

ル
又
は
、
マ
ラ
バ

ッ
サ
乳
剤
（
一
、

く
す
る
こ
と
を
目
安
に
し
て
下
さ
い
。

五
0
0倍
）
を
使
用
す
る
。

②
草
勢
維
持
対
策
‘

な
お
、
稲
架
干
し
を
行
う
場
合
に

ア
、
通
風
・
採
光
を
良
く
す
る
。
は
、
乾
燥
す
れ
ば
で
ぎ
る
だ
け
早
く

ィ
、
不
良
果
の
摘
除
（
成
り
疲
れ
の
脱
穀
を
行
い
、
胴
割
れ
米
の
発
生
を

軽

減

と

品

質

向

上

）

防

い

で

下

さ

い

。

ゥ
、
肥
料
切
れ
を
お
こ
さ
な
い

。

※

乾
燥
上
の
注
意
点

（
生
育
と
ほ
場
条
件
に
応
じ
た
施
一

、
高
温
・
急
速
な
乾
燥
を
さ
け

肥

方

法

を

'

.

)

る

。

ェ
、
か
ん
水
・
敷
ワ
ラ
等
で
根
を
保
二
、
乾
燥
途
中
で
随
時
水
分
を
測

護

す

る

。

定

す

る

。

三
、
玄
米
水
分
を
一
四
・
五
％
に

仕
上
げ
る
。

栗
一
、
虫
栗
の
防
除
：
・
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ

ラ
ノ
メ
イ
ガ
が
八
月
に
入
る
と
中

晩
生
種
ヒ
も
産
卵
が
多
く
な
る
の

で
八
月
上
・
中
旬
か
ら
十
日
毎
に

二
i
三
回
防
除
を
行
う
。
薬
剤
は

エ
ル
サ
ソ
粉
剤
か
乳
剤
の
一
、

0

0
0倍
を
散
布
し
虫
栗
を
な
く
す

る。

二
、
収
穫
．．． 
早
生
種
は
収
穫
が
始
ま

る
。
こ
の
時
期
は
高
置
な
の
で
落

果
後
乾
燥
や
腐
敗
に
よ
る
品
質
低

下
が
甚
し
い
の
で
早
急
に
収
穫
し

庭
先
選
別
を
十
分
行
う
。

=
-
、
施
肥
：
．秋
肥
の
施
用
は
八
月
下

旬
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
に
施
用
す

る
。
施
用
量
の
目
安
と
し
て
愛
媛

の
く
り
肥
料
を
十
ア
ー
ル
三

0
i

四
0
キ
ロ
位
を
施
用
す
る
。

ゆ

ず

一
、
摘
果
…
粗
適
果
の
効
果
は
時
期

が
早
い
ほ
ど
高
い
。
更
に
園
を
廻
っ

て
小
玉
果
、
傷
果
、
病
害
虫
果
等

を
適
果
し
、
秀
品
率
を
高
め
る
こ

と。

二
、
黒
点
病
：
薬
剤
の
残
効
は
二
五

i
-―10
日
（
降
雨
量

二
五
0
ミ
リ
）

し
か
期
待
で
き
な
い
。
薬
剤
は
ジ

マ
ソ
ダ
イ
セ
ソ
八

0
0
倍
（
チ
ャ

ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
多
い
園

は
五

0
0
倍
）
の
水
和
剤
を
散
布

し
防
除
す
る
。

飼
料
作
物
の
干
ば
つ
対
策

①
可
能
な
限
り
か
ん
水
を
実
施
す
る
。

②
と
う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
は
、
絹
糸

抽
出
期
か
ら
受
粉
期
に
か
け
て
、

か
ん
水
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
が

大
ぎ
い
。
一
日
当
た
り
七

l
八
ミ

リ
の
か
ん
水
を
目
安
と
し
て
三
ー

五
日
問
の
間
断
か
ん
水
を
行
う
。

③
枯
れ
上
が
り
が
多
く
被
害
の
大
き

い
場
合
に
は
、
刈
り
取
り
を
行
い
、

サ
イ
レ

ー
ジ
、
乾
草
に
調
整
し
、

l

粗
飼
料
の
確
保
に
務
め
る
の
が
得

策
で
あ
る
。

④
か
ん
水
不
能
の
場
合
は
、
堆
き
ゅ

う
肥
、
刈
草
な
ど
に
よ
る
被
覆
を

行
い
地
表
か
ら
の
土
壌
水
分
の
蒸

発
、
地
温
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
。

乳
用
牛
の
防
暑
対
策

①
牛
舎
内
の
霧
状
散
水
を
行
う
。

②
ダ
ク
ト
送
風
・
扇
風
機
に
よ
り
牛

体
放
射
熱
を
取
り
除
く
。

③
西
日
を
避
け
る
た
め
の
ヨ
シ
ズ
等

の
設
置
、

日
陰
樹
の
植
裁
を
行
う
。

④
屋
根
に
消
石
灰
を
塗
布
す
る
。

⑤
粗
飼
料
の
給
与
は
、
昼
間
を
少
な

く
し
、
良
質
粗
飼
料
を

一
日
ニ
ー

四
回
に
分
け
て
給
与
す
る
。

⑥
給
水
器
の
清
掃
に
努
め
新
鮮
な
水

を
給
与
す
る
。

⑦
夜
間
の
比
較
的
涼
し
い
時
間
帯
に

屋
外
放
飼
す
る
。

9
月
L
P
G
配
達

3
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

5
日
（
水
）
上

石
丸
・
師
走
野
8

日
（
土
）
藤
之
原
•
町

10
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・
山

槌
・
正
山

12
日
（
水
）
久
保
・
広
常
の

一

部

14
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・
月
野

尾
・
京
造

18
日
（
火
）
広
常
・
影
地

19
日

（
水
）
中
津
・
小
倉

20
日
（
木
）
森
・
肱
栄
・

硯
・
久
下
・
樋
野
ロ
・
上
汗
生

22
日（土）

白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

25
日
（
火
）
中

居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩
・

下
汗
生

27
日
（
木
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

29
日
（
土
）
下
敷
水
・
中
敷
水
・

上
敷
水
・
菟
野
尾

9
月
14
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

9
月
21
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

9
月
4
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

9
月
5
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
6
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
11
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
12
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

9
月
13
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
18
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

9
月
19
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
20
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
25
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
26
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

9
月
27
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
醤
油
配
達
予
定
表
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分
館
長
、
主
事
の
県
外
研
修
を
、
七

月
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、

二
泊
三

日
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
島
根
県
、
岡
山
県
方
面
に

出
か
け
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

あ
す
の
肱
川
町
を
考
え
る
上
で
、
最

も
重
要
と
な
る
ダ
ム
建
設
の
問
題
に
つ

い
て
も
、
先
例
地
を
訪
ね
、
学
習
し
ま

し
た
。

岩

谷

分

館

長

和

気

芳

丸

先
般
実
施
さ
れ
た
公
民
館
研
修
旅
行

は
二
泊
三
日
の
山
陰
地
方
の
旅
で
あ
っ

た
。
二
日
間
は
雨
に
て
一
行
も
「
う
ん

ざ
り
」
の
感
で
あ
っ
た
。

三
日
目
の
朝
は
宿
泊
所
の
三
朝
湿
泉

を
後
に
午
前
八
時
出
発
、
車
窓
に
映
え

る
風
景
を
眺
め
乍
ら
車

は
次
の
目
的
地
で
あ
る

奥
津
町
へ
と
「
ヒ
タ
」
走

る。
丁
度
十
時
過
ぎ
頃
よ

り
視
察
地
の
苫
田
ダ
ム

建
設
予
定
地
に
到
着
す

る
。
な
だ
ら
か
な
丘
陵

地
帯
の
続
く
田
園
地
又、

奥
津
町
の
穀
倉
地
帯
で

も
あ
る
。
此
処
を
し
ば

ら
く
南
下
し
十
一
時
頃

や
っ
と
奥
津
町
の
役
場

に
到
着
し
、
早
速
、
当

町
の
ダ
ム
対
策
室
の
二

人
の
方
と
、
私
た
ち
一

行
と
の
懇
談
会
が
も
た

れ
、
対
策
室
長
さ
ん
の

ダ
ム
問
題
の
過
去
三
十

三
年
間
の
経
過
の
報
告

苫田ダムの説明をうける分館長・主事（奥津町役場で）

岡
山
県

と
ま
た

奥
津
町
苫
田
ダ
ム
を
視
察
し
て

・,.,.,."ぷふ・,玲̀； £3弱庖 (12)

分
館
長
・
主
事
視
察
研
修
-

明
日
の
町
を
考
え
る
た
め
に

並
び
に
町
の
歴
史
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

其
の
後
一
行
の
質
問

に
応
じ
て
戴
い
た
。

お
話
に
依
る
と
町

当
局
は
ダ
ム
建
設
は

絶
対
反
対
、
議
会
で

は
ダ
ム
反
対
の
条
例

さ
え
出
来
る
始
末
で

こ
れ
を
、
県
や
建
設

省
は
力
で
次
第
に
町

に
対
し
圧
力
を
掛
け

始
め
て
、
公
共
事
業

の
補
助
金
も
ス
ト
ッ

プ
さ
れ
又
町
長
も
短

い
間
に
町
と
県
の
板

挟
み
に
合
い
町
は
大

き
く
揺
れ
動
き
其
の

職
を
退
く
羽
目
と
な

り
こ
の
最
近
三
人
目

の
現
町
長
が
生
ま
れ
た
と
の
事
。
現
在

で
は
町
を
無
視
し
て
県
と
建
設
省
が
住

民
と
旗
接
交
渉
に
当
た
っ
て
切
り
崩
し

に
か
か
り
今
で
は
四
百
七
十
戸
余
り
の

水
没
戸
数
の
七

0
％
が
町
外
に
出
ら
れ

以
前
は
人
口

六
千
人
の
町
も
今
で
は
―
――

千
人
を
割
る
有
様
と
の
話
、
民
主
主
義

の
日
本
国
が
何
故
に
そ
こ
迄
圧
力
を
加

え
て
ま
で
も
ダ
ム
建
設
を
強
行
し
て
行

く
気
持
ち
が
理
解
出
来
な
い
と
話
さ
れ
、

自
分
も
全
く
同
感
を
憶
え
た
次
第
で
あ

る。
ダ
ム
目
的
も
転
々
と
し
、
最
初
は
農

業
用
水
と
云
う
事
で
農
林
省
の
主
管
が

建
設
省
の
主
管
と
成
り
工
業
用
水
又
は

電
力
確
保
と
か
聞
い
て
見
て
本
当
に
あ

ぎ
れ
た
話
だ
な
あ
と
思
わ
れ
た
。
自
分

本にダ人る目て以で でがのの
当来ムが事で来来いこあ失町考
にた問冷な見た早るのつわはえ
勉 と題静< ‘°く岩実たれ ーで
強思をな岩人こも谷態 ゜はつ は
にう考気谷にの十地を しの
な次え持地聞様年区見 な自ダ
つ第ねち区いな目もた
たでば にのた先のダ時 か体建
旅あなな皆事例歳ム自 のと設
でるらつさを地月の分 感 しさ
あ‘ なてん無をが話達 じてれ
っと い 河 一 駄 自 近 が の で の た
た共時辺人に分づ出住 ー 機後
゜に期 川 ー す の い て ん 杯能こ

-■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-

水没する奥津町の集落と水田

「
人
間
と
花
」
お
母
さ
ん
が

お
産
を
す
る
時
は
、
あ
か
ち
ゃ

ん
が
お
腹
に
い
る
時
か
ら
、
し
つ

か
り
と
二
人
分
の
栄
養
を
取
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
、

立
派
な
あ

か
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
な
い
と
言

い
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
か

ら
も
、
お
乳
を
飲
ま
す
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
食
べ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

草
花
も
人
間
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
達
の
種
の
保
存
・
繁
栄
の
為
に
一

生
懸
命
花
を
咲
か
せ
、
種
を
作
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
為
に
、
花
を
咲
か
せ

種
を
実
ら
せ
る
と
、
め
っ
ぎ
り
弱
り
葉

の
色
は
緑
が
失
せ
て
、
黄
色
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
種
を
実
ら
せ
る
為
に
全

力
を
使
い
果
た
し
た
の
で
し
ょ
う
。

花
壇
や
プ
ラ
ソ
タ
ー
に
植
え
た
草
花

は
、
人
間
の
鑑
賞
用
で
す
か
ら
、
永
く

咲
い
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
、

実
を
付
け
さ
さ
な
い
よ

う
に
し
で
、
身
体
を
弱
ら
せ
な
い
事
で

す
。草

花
の
植
え
ら
れ
た
プ
ラ
ソ
タ
ー
に
、

種
が
実
り
葉
の
黄
色
く
な
っ
た
の
を
見

か
け
ま
す
が
、
す
ご
く
優
し
い
人
だ
と

思
い
ま
す
。
、
種
の
実
り
か
け
た
花
を
も

ぐ
、
と
て
も
非
情
な
こ
と
な
の
で
す
。

し
か
し
、
永
く
花
を
咲
ぎ
続
け
さ
す
為

に
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

で
も
、
も
い
だ
ら
必
ず
、
償
い
に
肥
料

の
御
馳
走
を
与
え
て
や
っ
て
下
さ
い
ネ
。

k
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一
体
育
委
員
会
一

研
修
旅
行
に

参
加
し
て

委
員
長
永
田
喜
洋

去
る
七
月
二
十
九
日
よ
り
二
日
間
、

拷
本
館
長
、
大
井
主
事
、
委
員
六
名
の

ー
計
八
名
で
二
年
に
一
度
実
施
さ
れ
て
い

て

之
研
修
旅
行
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。

一

研
修
旅
行
の
中
で
、
当
町
で
も
問
題

一
に
な
っ
て
い
る
ダ
ム
建
設
問
題
を
考
え

ー
て
み
よ
う
と
い
う
事
で
、
大
分
県
大
山

―
町
の
ダ
ム
建
設
地
を
訪
ね
て
来
ま
し
た
。

一

ダ
ム
は
筑
後
川
の
支
流
に
建
設
さ
れ

-
」
〗
L叫
[
[
口
[
L

}四

こ。t
 ダ

ム
建
設
問
題
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
あ
り
、
一
言
で
は
言
い
つ

く
す
こ
と
の
で
ぎ
な
い
問
題
が

多
々
あ
り
ま
す
。
説
明
に
よ
る

と
大
山
町
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
建

設
を
受
け
入
れ
、
出
来
た
後
の

条
件
整
備
に
力
を
そ
そ
い
で
い

る
と
の
事
で
し
た
。

正
直
な
所
、
委
員
も
あ
ま
り

関
心
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
ダ
ム

建
設
地
を
見
学
し
、
考
え
を
新

た
に
し
て
帰
っ
て
来
た
と
こ
ろ

で
す
。と

こ
ろ
で
体
育
委
員
会
で
は

第
三
十
回
の
町
民
運
動
会
の
種

目
の
選
定
作
業
に
入
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
第
三
十
回
と
い
う

こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
計
画
を
立

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
初
め
に
男
山
に

登
り
ま
し
た
。
態
笹
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

と
て
も
き
れ
い
な
山
で
し
た
。
歩
く
所

は
少
し
険
し
か
っ
た
け
れ
ど
み
ん
な
ぶ

じ
に
登
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
女
山
に

登
り
ま
し
た
。
今
度
は
道
が
大
分
歩
き

や
す
く
、
楽
に
登
れ
ま
し
た
。
高
い
山

な
の
で
、
寒
い
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、

と
て
も
暑
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

頂
上
で
弁
当
を
食
べ
、
そ
れ
か
ら
そ
こ

で
、
み
ん
な
で
石
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

去
年
の
人
の
積
み
上
げ
た
石
は
、
く
ず

れ
て
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ぽ
く
た

ち
の
石
が
来
年
ま
で
残
っ
て
い
る
と
い

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
山
か
ら
下
り

る
こ
ろ
は
き
り
が
立
っ
て
他
の
山
は
見

え
な
く
な
り
ま
し
た
。
下
り
る
途
中
、

大
声
で
さ
け
ぶ
所
が
あ
り
一
人
ず
つ
大

き
な
声
で
さ
け
び
ま
し
た
。
ぽ
く
は
こ

ん
な
に
高
く
て
き
れ
い
な
山
の
頂
上
ま

で
、
登
っ
た
の
は
初
め
て
な
の
で
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

バ
ス
に
乗
っ
て
帰
る
時
は
、
少
し
つ

か
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
の
で
今
度
の
わ
ん
ば
く

学
級
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

大山町赤石川に建設が予定されている

大山ダムのダムサイト地点で

て
て
い
る
所
で
す
が
、
も
し
い
い
ア
イ

デ
ア
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
一
報
下
さ

れ
ば
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
暑
さ
と
水
不
足
で
と
変
わ
ら
ぬ
風
景
や
、
道
端
の
岩
や

生
き
て
い
る
も
の
す
べ
て
が
ま
い
っ
木
、
そ
し
て
野
に
咲
く
花
に
心
を
と

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
人
間
が
人
間
め
な
が
ら
歩
く
こ
と
に
満
足
感
を
い

だ
け
の
都
合
で
、
た
ち
ま
ち
の
必
要
だ
き
ま
す
。
や
は
り
自
分
の
生
ま
れ

性
か
ら
自
然
を
壊
し
た
り
、
汚
し
始
育
っ
た
所
は
、
ど
ん
な
所
で
も
い
い

め
た
為
に
地
球
は
狂
い
始
め
た
の
で
も
の
で
す
。

し

ょ

う

か

？

私

が

高

校

を

卒

業

し

た

頃

は

、

友

こ
の
自
然
の
余
り
に
も
激
し
い
変
達
は
皆
ん
な
都
会
へ
あ
こ
が
れ
て
就

容
の
し
か
た
か
ら
か
、
私
は
最
近
特
職
し
て
し
ま
い
、
こ
の
田
舎
へ
残
る

に
自
分
の
子
供
の
頃
の
こ
と
を
な
つ
こ
と
が
寂
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で

か
し
く
想
い
出
す
こ
と
が
多
く
な
っ
し
た
。
そ
れ
で
も
社
会
生
活
を
し
て

て
ぎ
ま
し
た
。
春
は
緑
に
囲
ま
れ
、
い
く
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
出

草
木
の
芽
ぶ
き
の
香
り
に
希
望
を
い
会
い
、
青
年
団
や
青
年
大
学
な
ど
地

l
 

だ

き

、

夏

は

小

川

で

域

に

解

け

込

む

こ

と

の

水

遊

び

や

ト

ソ

ボ

．

ー

ー

の

暉

加

平

1

が
い
ろ
い
ろ
あ
り
有

11
み

意

義

な

青

春

時

代

が

た

過

ご

せ

た

よ

う

に

思

，
ほ
ろ

）

な
と
同
じ
よ
う
に
都

[
[
〗
[
〗

[
Oー一
ご
雪
〗
〗
[
[
〗
[
〗

L[[[[[C
⑮

□
`
 

の
短
い
日
に
学
校
か
ら
家
に
た
ど
り
形
だ
け
は
美
し
い
け
れ
ど
本
当
の
自

つ
く
時
間
に
は
外
は
真
っ
暗
に
な
り
、
然
は
、
跡
形
も
な
く
な
っ
た
、
お
よ

玄
関
を
開
け
た
途
端
、
こ
ら
え
て
い
そ
人
間
の
住
む
所
で
は
な
い
よ
う
な

た
恐
ろ
し
さ
が
い
っ
ぺ
ん
に
出
て
ワ
都
会
で
生
活
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

ア
ッ
と
大
声
で
泣
い
た
も
の
で
す
。
い
と
想
像
す
る
と
、
こ
の
肱
川
町
に

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
奥
の
山
部
落
残
っ
て
生
き
て
き
て
良
か
っ
た
と
つ

は
、
道
路
も
な
い
不
便
な
所
な
の
で
、
く
づ
く
思
い
ま
す
。
今
、
都
会
に
住

部
落
の
人
々
は
次
々
と
街
へ
出
て
し
ん
で
い
る
人
達
も
心
の
ど
こ
か
で
祖

ま
っ
て
今
で
は
、
誰
も
住
ん
で
い
な
先
が
生
活
し
て
い
た
故
郷
へ
帰
り
た

い
け
れ
ど
お
墓
参
り
に
、
幾
度
と
な
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

＜
兄
弟
達
と
訪
れ
る
の
で
す
が
、
昔
う
か
。
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域進ををて

いと 度庭 がを、゜て耳た が社しめつの
つも 振 ‘ 身い--, 差に＝ 大
し分 り学のじ仲 別す 差

切会てざけ人
がいす‘間

ょ か 返校回め間 はる別 :おく教差が
にら っ‘りるは なこは 。互に育別幸

臼 (14)

なぜ同和教育を

しなければならないか

予子林小学校 金井 碩

遊
ぶ
の
い
や
」
、
「
お
ま
え
こ
れ
や
っ
て

お
け
」
、

「
勉
強
せ
ん
か
っ
た
ら
…
し
か

な
れ
ん
ぞ
」

こ
の
よ
う
な
言
葉
を
言
っ
た
り
、
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
常
生
活
の
中
で
、
差
別
に
気
づ
か
ず

見
の
が
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

入

0

う
カ何

が
差
別
か
、
そ
れ
を
見
抜
き
、
差

別
を
許
さ
な
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ

う。三
、
望
ま
し
い
家
庭

家
庭
教
育
の
も
と
に
な
る
の
は
、

「
家
庭
づ
く
り
」
で
す
。
家
族
が
互
い
に

心
の
そ
こ
か
ら
打
ち
解
け
、
何
で
も

き

が
気
兼
ね
な

し
に
話
し
合
え
る
よ
う
な
、

あ
た
た
か
い
人
間
関
係
で
結
ば
れ
た
明

る
い
家
庭
、
老
人
と
若
者
、
男
と
女
の

別
な
く
、
正
し
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

ち
が
い
が
改
め
ら
れ
、
困
っ
た
時
は
お

互
い
に
助
け
合
え
る
よ
う
な
民
主
的
な

家
庭
、
こ
の

よ
う
な
「
家
庭
づ
く
り
」
を

通
し
て
、
大
切
な
人
間
づ
く
り
が
行
わ

れ
ま
す
。

四
、
望
ま
し
い
子
供
像

き

ず

さ

さ

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
築
き
支
え
て
い

く
の
は
子
供
で
す
。
人
を
大
切
に
す
る

子
供
で
す
。
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
他
人
の
命
も
、
自
分
の
命
も

か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
し
て
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
基
本
的
人
権

を
守
り
、
差
別
を
鋭
く
見
抜
ぎ
、
考
え
、

差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
に
努
力
す

る
子
供
、
こ
の
よ
う
な
子
供
を
育
て
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
幸

せ
な
く
ら
し
が
で
き
、
す
べ
て
の
人
間

が
胸
を
は
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

肱川音頭の発表をする輪の会

民謡・三弦のみなさん（伊方町民会館で）

七
月
二
十
二
日
（
日
）
、
伊
方
町
で
八

幡
浜
教
育
事
務
所
管
内
の
「
ふ
る
さ
と

伝
承
文
化
発
表
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
は
、
民
謡
・
三
弦
・
民

踊
輪
の
会
の
各
ク
ラ
プ
の
み
な
さ
ん
が

出
演
し
、

三
ク
ラ
プ
合
同
で
、
「
肱
川

音
頭
」
と
「
鹿
野
川
小
唄
」
を
披
露
し
ま

し
た
。

今
回
初
の
試
み
で
、
三
味
線
と
民
謡
、

踊
り
の
三
つ
を
合
わ
せ
て
演
技
す
る
の

は
大
変
む
ず
か

し
い

の
で
す
が
、
発
表

会
用
に
ア
レ
ソ
ジ
し
て
、
練
習
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
と
も
、
各
文
化
サ
ー
ク
ル
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

肱
川
音
頭
・
鹿
野
川
小
唄
を
披
露

き
る
社
会
を
築
い
て
い
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

五
、
終
わ
り
に

む
ず
か

い
ろ
い
ろ
と
書
き
ま
し
た
が
、
難
し

い
こ
と
を
す
る
の
で
な
く
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
「
人
権
」
を
大
切
に
し
、
自
分
も

他
人
も
同
じ
よ
う
に
大
切
に
す
る
子
供

を
育
て
る
教
育
を
学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
が
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ふ
る
台
と
国
⑫
玄
北
因
図
国

〇
飴

接
待
の
飴
湯
に
列
の
遍
路
笠

二
重
楼

禁
煙
の
口
が
淋
し
い
飴
な
め
る末

未

お
た
や
ん
を
買
っ
て
伊
予
路
に
春
が
来

る

よ

し

の

ぶ

0

手

頃

叩
ぎ
売
り
手
頃
な
と
こ
で
値
を
決
め
る

眼

子

J
 

旅
先
で
手
頃
な
み
や
げ
買
う
苦
労

ゆ

き

0

握

る

さ
よ
な
ら
の
握
手
を
せ
か
す
発
車
ベ
ル

永

秋

ハ
イ
ハ
イ
と
受
話
器
を
握
っ
た
時
に
切

れ

和

雄
つ
り
は
し
圃
面
9

紫
蘇
を
摘
む
一
葉
一
葉
の
裏
表

大
野
紗
夜
子

近
で
よ
し
遠
く
ま
た
よ
し
合
歓
の
花

猪

本

喜

子

母
校
な
り
栃
の
実
二
つ
三
つ
拾
う

岩

城

節

子

風
ヶ
峠
ひ
ぐ
ら
し
暗
い
て
昏
せ
ま
る

菅

野

松

雄

一
本
の
花
火
の
も
め
る
姉
弟

宇
都
宮
美
智
子

石
楠
花
倫
奇
)
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大 赤 大 ミ 中 大 オ ヤ 下 勝 順

谷 ド野 l ソ 鹿

ギ 谷 ド 野八／

I 部 ヤ 岩—
八／ ツ グ J 11 

メ
グ

ド
セl 予 予

卜 ノ＜ 予 リ

ノレ
ツ 子

ツ 子 子 l 

ズ 橋 ツ 林 ク 栄 林 林 グ ’占‘‘‘ 位

大谷ギャ ートル ズ |＼ 

゜゚
． • • ゚ • ． 3 

赤 岩 橋 • ＼ 

゜゚゚
．゚ • • 4 5 

大谷 メ ツ ツ． • ＼ ． ． ． △ • ． 0.5 ， 
ミ ドル予子林 ．゚ 

゜
|＼ ．゚ ． ． ． 3 

中野ドッグバック •゚ ゚． ＼ ．゚ • • 3 

大 栄 •゚ ゚ •゚ ＼ ．゚ 
゜

5 ② 

オールド予子林 ● 

゜
△ 

゜゚
● ＼ ● 

゜
4.5 4 

ャ、ノグ予子林 。。。。。。。¥ 。8 ① 

下鹿野川セリーグ

゜゚゚゜゚• • • ＼ 5 ③ 

ソフトボールリーグ戦閉幕
-19チーム出場一

質
）
属

1部

2部

ヤ ン グ予子林

上鹿野川アンパンマン

上 大 中 山 岩 オ 上 3 小 勝 順
鹿 谷 野

槌
鹿

野 ホ 谷 l 野
JI I ワ フ

J 11 
ノ＜ イ ア

ノ< Jレ
アII 部 イ 卜 イ 道 ワ 中
ン／

キ ス
夕

ノ<

ソ 夕 野 l 居 ソ
マ l l マ
ン／ ズ ズ 尾 ズ 谷 ン／ 月 K 藪 声‘‘‘ 位

上鹿野川バイキ‘ノマン ＼ 

゜゚゚ •゚ ゚ ゜゚• 7 ② 

大谷ホワイトスターズ • |＼ • ． • • ． ．゚ ． 1 1 0 

中野ファイターズ • ゜
|＼ •゚ ゚． 

゜
△ ． 4.5 5 

山槌 ・道野尾． ．゚． ＼ ．゚ ． ． △ ． 2.5 8 

岩谷パワーズ． 
゜゚
． ド． ． ． △ 

゜
3.5 7 

オール中居谷

゜゚
● 

゜゚
＼ ● 

゜゚
● 6 4 

上鹿野川アソパソマ‘ノ • ゚ ゜゚゚゜
|＼ 

゜゚゚
8 ① 

月． • • ゚ •゚ ． ぃ
゜゚

4 6 

3 K • ゚ △ △ △ • ． ． ＼ • 2.5 ， 
小 藪

゜゚• ゚ • ゚． 
゜゚

＼ 6 ③ 

四
月
十
八
日
か
ら
、
高
砂

の
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
幕
し

た
第
十
八
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
は
、
七
月
五
日
を

も
っ
て
全
試
合
を
終
了
し
ま

し
た
。

今
年
は
、
一
部
リ

ー
グ
九

チ
ー
ム
、
二
部
リ
ー
グ
十
チ
ー

ム
、
計
十
九
チ
ー
ム
に
よ
っ

て
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 一

部
は
ヤ
ソ
グ
予
子
林
、

二
部
は
上
鹿
野

川
ア

ソ
パ
ソ

マ
ン
が
優
勝
し
ま
し
た
。
そ

の
他
の
結
果
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

1部優勝 ヤング予子林に

和気邦嗣会長からカップが渡される

バドミントン・ダブルス 上位入賞者

七
月
三
十
日
（
月
）
に
は
、
第
五
回
中

央
分
館
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
大
会
が
、
農
業

者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

セ
ソ
タ

ー
で
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
中
央
分
館
が
主
催
し
て
開
か
れ

て
い
ま
す
が
、
町
内
の
ク
ラ
ブ
と
河
辺

村
の
ク
ラ
ブ
が
、
男
女
別
の
ダ
ブ
ル
ス

に
二
十
チ
ー
ム
参
加
し
ま
し
た
。

l

結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

位
二優〇三二優。
位勝女位位勝男

子
和
気

金
野

上
野

子
奥

田

重

美

・

亀

井

由

里

滝
本
な
お
み
・
富
永
貴
美
子

（
河
辺
村
）

金

野

幸

・

曽

根

あ

つ

美

栄

一

三

井

翌
•
松
本

哲
裕
・
池
浦

＠
 翁
＠

汎
序
送
ン
~
ン
ま
臼

属

隆
昇寿稔
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，
 

月 の 行 事 予 定 表

，
 

i .肱川町防災の日 10 { 

： ・県民体育祭郡大会 17 i 

｛ ・行政相談 21 : 

i ・風の博物館準備委員会 ： 28 ’ 

；・心配ごと相談 下旬！

-------―ー・・・・•----------------• -----• • --• • -•·· - -·-----―ーー・・・・ ・・•-• --• -• --• --... -C'. -. -----. _ l _ ---― · -·· · -·------·-·· · ··---―一 ヽ —-· · ·------·-····・ ・・ ー ・ ・ •-•.... 
9 /21,..___, 9 /30秋の交通安全運動 い．こ記 ・ ・・9

● 9 ぐ e'●， •t; ．-• 4 

ー

2
 
5
 5 • 6 

5 • 20 

月

・農業委員会

．肱川中学校体育祭

・定例部落長会

・税金等出張受入れ

• 町議会定例会

9月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 亭毛
話-•.' .， ・'--• 9 ‘ 

曽 桔！ 医 院 44- 2801 2 日
（内子町）

（日）
藤本医院 24- 2310 

（大沙I、I市中村）

日
芳我外科医院 44 - 256 0 • ー・， 

（内子町）

（日）
村上医院 23- 3500 

（大、洲市北只）

堀 JI I 医 院
43-0555 1 5 日

（内子町）

（土）
大野医院 24- 6800 

（大沙Iヽ［市片原町）

1 6 日
宝 来 医 院 44- 2248 

（内子町）

（日）
村上医院 24- 2262 

（大沙［、［市片原町）

2 3 日
／」、 川 医院

44- 2815 
（内子町）

（日）
岡本医院 24- 3752 

（大 、洲市本町）

24 日
古川医院 44-2407 

（内子町）

清 フK 医 院 24- 2017 （月）
（大沙1、I市志保町）

30 日
町田医院 43- 0211 

（ 内 子町）

（日）
ネ且 母 井医院 24- 3756 

（大、洲市中村）

※変更になる場合がありますので前もって連絡してからお出かけ下

さし‘°

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 亭目 話

月 ・・ 火 大 洲 市立病院 24- 2151 
（大沙I｛市大沙I9|）

水
力日 戸 病 院 24- 5101 

（大洲市若宮）

木～日
大沙I、I中央病院

24- 4551 
~; （大洲市東大沙H)

料理教室

一
^( 

， ， ， ， 
月 月 月 月 日
17 13 10 4 
日 日 日 日

月 木 月 火
程

醤
右L 敷 ／」ヽ

［ >>魯
谷 フK 藪 場

セ
公 集 集ンノ

夕 民 会 会 所
l 館 所 所

i 
i午

i 月閥i 時ふ

胃1}］ ： 月1情時11-月IJ

:10 
間

分時

▽
日
時

◎
不
用
犬
回
収
日

9月11日（火）

午前9時まで

▽場所保健セソター

※印鑑をご持参ください。

， ， 
相

贔 り
詠砧

日 日

月ヽ 月ヽ 日

大 宮 西福 担

塚 田 本 田 当

千 美 相

鶴 吾-'--- 詠砧

江静 子保 員

▽
場
所

▽
時
間

◎
健
康
相
談

◎
心
配
ご
と
相
談

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

日。
C
I四

◎
9
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

9
月
17
日
（月
）

（出
す
の
は

9
月
16
日
中
に）

▽
収
集
地
区

小
畑
井

・
萩
野
尾
・
汗
生

・
小
藪
・

大
和

・
肱
栄

・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）

．

大
谷
・
鹿
野
川

面
国
一:
塁
函
＿回

◎
人
権
相
談

▽
日
時

8
月
28
日
（火）

午
前
10
時
？
午
後
3
時

▽
場
所

肱
川
町
公
民
館
三
階
和
室

▽
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

大

和

中

野

中
居
谷

大

和

出
水

長
男

石
戸

長
男

高
田

二
女

成
登

長
女

小

藪

豪

野
タ
キ
ノ
さ
ん

(87
歳）

時

9
月
5
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
ー
4
時
30
分

▽
場

所

肱
川
町
公
民
館

▽
相
談
員

福

田

保
委
員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-
――
四
ー
ニ
五
0
八

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 

＊
 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 

＊
 

＊

＊

＊

＊

＊

女清
志
さ
ん

翔
太
ち
ゃ
ん

豊
さ
ん

勇
至
ち
ゃ
ん

栄
治
さ
ん

莉
絵
子
ち
ゃ
ん

寛
さ
ん

望
未
ち
ゃ
ん

家
を
建
て
た
り
取
り
こ
わ
し
た
方

は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

平
成
二
年

一
月
一

日
か
ら
十
二
月

三
十

一
日
ま
で
の
間
に
、
家
屋
を
新

築
・
増
築
又
は
、
取
り
こ
わ
し
た
り

そ
の
予
定
が
あ
る
方
は
役
場
税
務
課

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

▽
日

◎
行
政
相
談
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